

















































































































・可否茶館（コーヒー・喫茶） 1888（明治 21）年 4月14日開業（下谷区上野西黒門町 ⎝10⎠）
































































































































































































⎝1 ⎠ 2020 年12月25日、財界人に顧客を持つ高級クラブ「サロン・ド・慎太郎」が実店舗を閉店した。オーナーの矢部慎太郎氏は2020 年
12月21日付の Instagram（@ginza.shintaro）で閉店の理由をコロナであるとしたうえで、「危機管理と言う観点では数年は財界のお客
様は銀座にお出になりません。」と述べている。（2020年12月21日アクセス）
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